
わが家

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

太
平

洋
は

、
我

等
の

力
、

力
い

っ
ぱ

い
は

げ
み

ま
し

ょ
う

2
0

2
1

N
o
.7

4
1

下
田

市
誕

生
5
0
年

の
暁

光
～
吉
佐
美
大
浜
か
ら
朝
日
を
望
む
～

広
 報
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

の
も
と
、
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
て
暮
ら
し
な
が
ら
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
の
未
知
な
る
伝
染
病
に
い

ま
科
学
が
必
死
に
挑
戦
し
、
ワ
ク

チ
ン
開
発
が
進
む
一
方
、
私
た
ち

市
民
生
活
の
場
で
も
店
舗
に
お
け

る
飛
沫
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
食

堂
の
テ
ー
ブ
ル
の
消
毒
、
宿
の
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
時
の
検
温
な
ど
な
ど

皆
さ
ん
の
毎
日
の
努
力
が
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

政
府
や
自
治
体
で
も
、
営
業
自

粛
要
請
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
っ
た
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

社
会
の
正
常
化
に
向
け
た
努
力
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
報
道
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
大
都
市
圏
で
の

感
染
拡
大
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ぬ
勢
い
で
す
。
多
く
の
人
が

集
い
、
遊
ん
だ
り
買
い
物
し
た
り
、

あ
る
い
は
学
び
、
商
談
な
ど
の
交

渉
を
し
て
、
異
な
る
人
種
、
多
様

な
人
々
が
互
い
に
交
流
し
て
賑
わ

う
大
都
市
。
そ
れ
が
い
ま
、
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な
問
題
が
露
呈
し
、

解
決
の
道
筋
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

ま
ま
、
ほ
ぼ
従
前
と
同
じ
暮
ら
し

を
送
っ
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず

デ
パ
ー
ト
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、
地

下
鉄
も
混
雑
し
て
い
ま
す
。
違
う

の
は
、
み
ん
な
が
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
こ
と
く
ら
い
。
外
目
に
は
感

染
対
策
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
ま
だ
感
染
拡
大
は
止

ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
下
田

の
よ
う
な
地
方
で
は
ど
う
か
。
お

年
寄
り
の
多
い
こ
の
ま
ち
で
は
、

い
つ
も
の
顔
な
じ
み
に
よ
る
安
定

し
た
生
活
で
す
。
そ
こ
に
「
密
」

な
る
も
の
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
す
。
避
け
る
べ
き
「
密
」

と
は
、
多
種
多
様
な
人
々
が
交
じ

り
合
う
都
市
的
な
社
会
環
境
の
中

に
あ
る
の
で
す
（
そ
れ
こ
そ
が
都

市
の
価
値
、
魅
力
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
価
値
が
逆
転
し
て

し
ま
っ
た
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

　

こ
れ
ま
で
、
華
や
か
な
「
賑
わ

い
」
に
あ
こ
が
れ
、
大
都
市
を
目

指
し
続
け
た
若
者
た
ち
も
、
い
ま
、

「
本
質
的
な
豊
か
さ
」
に
気
づ
き
、

地
方
へ
の
移
住
が
加
速
し
て
い
る

と
い
う
話
が
最
近
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
で
真
に
豊
か
な
暮
ら
し
と

は
何
か
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う

こ
と
を
問
い
続
け
な
が
ら
、
市
制

50
周
年
と
な
る
こ
の
節
目
の
年
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
豊
か
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下田市長

松木 正一郎
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新

し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行
の
中
で
、

当
議
会
に
対
し
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
た
め
、
黒
船
祭
を

は
じ
め
多
く
の
行
事
が
中
止
・
縮

小
と
な
り
ま
し
た
が
、
議
会
に
お

い
て
も
議
会
活
動
に
制
約
が
生
じ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
心
配
さ
れ
た

夏
の
海
を
中
心
と
す
る
観
光
政
策

は
、
下
田
モ
デ
ル
に
よ
り
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
市
内
の
経
済
状
況
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
態
に
は
回
復
し
て
お

ら
ず
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る

様
々
な
課
題
等
に
対
し
て
も
、
そ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
、
市
民
、

行
政
及
び
議
会
が
一
体
と
な
り
、

議
論
し
行
動
す
べ
き
時
と
考
え
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
防
災
対

策
、
医
療
介
護
、
子
育
て
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
空
き
家
対
策
、
ゴ

ミ
処
理
や
環
境
問
題
等
、
新
し
い

生
活
様
式
の
中
で
方
向
性
を
見
出

し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
議
論
に

議
会
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
下
田
市
は
市
制
施
行
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
先
輩
諸
士
の

ご
尽
力
に
よ
り
築
き
発
展
し
て
き

た
こ
の
ま
ち
を
、
よ
り
一
層
活
気

あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
未
知
の

経
験
で
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
戦
い

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
第
５
次
下
田
市

総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。「
時
代
の
流
れ
を
力
に

つ
な
が
る
下
田　

新
し
い
未
来
」

を
ま
ち
の
将
来
像
に
据
え
て
行
動

す
る
年
で
あ
り
ま
す
。
本
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
方
や
り
が
い
の

あ
る
年
に
も
な
る
は
ず
で
す
。
下

田
市
と
関
わ
り
の
あ
る
人
た
ち
と

の
「
縁
」
を
大
切
に
し
、
賑
わ
い

を
ま
ち
全
体
で
取
り
戻
す
こ
と
が

「
未
来
へ
の
第
一
歩
」
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
は
コ
ロ

ナ
禍
が
収
ま
り
、
延
期
と
な
っ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
無
事
開
催
さ
れ
、ま
た
日
常

の
賑
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年

感
染
症

は
じ
め

小
と
な

い
て
も

た
年
で

　

コ
夏
の
海

は
、
下

え
る
こ

し
市
内

禍
以
前

ら
ず
、

に
よ
る

様
々
な

れ
ら
の

行
政
及

議
論
し

い
ま
す

策
、
医

下田市議会議長

小泉 孝敬
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明
治
22
年
に
自
治
制
（
市
町
村

制
）
が
定
め
ら
れ
、
下
田
町
・
浜

崎
村
・
朝
日
村
・
稲
梓
村
・
稲
生

沢
村
が
誕
生
し
、
そ
の
後
、
明
治

29
年
に
浜
崎
村
か
ら
白
浜
村
が
分

離
。
昭
和
30
年
３
月
31
日
に
６
か

町
村
が
合
併
、
新
た
な
下
田
町
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
15
年
後
の
昭
和
45
年

９
月
に
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
市
に
な
る
た
め
の
要

件
が
人
口
３
万
人
以
上
と
な
る
特

別
措
置
が
な
さ
れ
、
昭
和
46
年
１

月
１
日
、
市
制
施
行
に
よ
り
下
田

市
は
県
内
で
19
番
目
の
市
と
な
り

ま
し
た
。

　

「
南
伊
豆
地
方
の
中
心
的
文
化

都
市
と
し
て
、
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、

心
を
一
つ
に
し
現
在
受
け
継
が
れ

下
田
市
50
年
の
歩
み

問
合
せ
先　

統
合
政
策
課
政
策
推
進
係　

☎
㉒
２
２
１
２

た
、
良
い
伝
統
と
遺
産
を
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
更
に
住
み
よ
い
郷

土
の
建
設
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
」。
50
年
前
に
発
行
さ
れ
た『
し

も
だ　

市
制
施
行
記
念
号
』
で
の

石
井
基
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉

で
す
。

　

こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
下
田
市

は
公
共
施
設
や
上
下
水
道
な
ど
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
道
路
や
生

活
環
境
の
改
善
な
ど
の
ま
ち
づ
く

り
を
住
民
と
協
働
で
続
け
、
近
代

都
市
・
国
際
観
光
都
市
と
し
て
の

歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在

の
下
田
市
の
姿
は
、
先
人
の
努
力

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
市
勢
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
へ
の
功
績
に
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
夢
と

希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
諸

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
下
田
市
」
誕
生
の
経
緯

―
 

令
和
３
年
１
月
１
日 

市
制
施
行
50
周
年 ―

近
代
都
市
と
し
て
の
歩
み

昭
和
46　

市
制
施
行
、
下
田
町
が
下
田
市
に
な
る
。①

　
　
　
　

須
崎
御
用
邸
が
完
成

昭
和
48　

観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
伊
豆
の
太
陽
」
に
決
定

昭
和
49　

中
村
区
画
整
理
事
業
完
成　

　
　
　
　

伊
豆
半
島
沖
地
震
発
生

昭
和
50　

萩
市
と
姉
妹
都
市
提
携

昭
和
51　

市
立
図
書
館
完
成

昭
和
53　

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
米
国
大
使
黒
船
祭
に
初
参
加

昭
和
54　

ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
が
来
訪

　
　
　
　

伊
豆
斎
場
完
成

昭
和
56　

「
北
方
領
土
の
日
」
第
１
回
下
田
集
会

　
　
　
　

敷
根
公
園
造
成
工
事
着
工

昭
和
57　

稲
生
沢
中
学
校
完
成　

下
田
地
区
消
防
組
合
設
立

　
　
　
　

稲
梓
小
学
校
完
成　

焼
却
場
完
成

昭
和
58　

稲
生
沢
小
学
校
完
成　

板
戸
海
水
プ
ー
ル
完
成

昭
和
59　

下
田
中
学
校
完
成　

下
岡
蓮
杖
翁
胸
像
除
幕
式
挙
行

昭
和
60　

公
共
下
水
道
事
業
終
末
処
理
場
、
福
浦
に
位
置
決
定

　
　
　
　

下
田
小
学
校
完
成

昭
和
61　

伊
豆
大
島
噴
火
、
避
難
島
民
受
入
れ

昭
和
63　

総
合
福
祉
会
館
完
成　

新
下
田
ド
ッ
ク
（
株
）
発
足

　
　
　
　

敷
根
公
園
健
康
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

平
成
元　

下
田
市
民
文
化
会
館
完
成
②

　
　
　
　

稲
梓
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成　

下
田
保
育
所
完
成

平
成
２　

弁
天
島
に
吉
田
松
陰
・
金
子
重
輔
像
設
置

平
成
３　

敷
根
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル
完
成

　
　
　
　

伊
豆
半
島
南
部
の
集
中
豪
雨
発
生
③

平
成
４　

あ
ず
さ
山
の
家
完
成　

須
崎
保
育
所
完
成

　
　
　
　

公
共
下
水
道
一
部
地
域
供
用
開
始

平
成
５　

稲
生
沢
公
民
館
完
成　

下
田
幼
稚
園
完
成

　
　
　
　

下
田
地
区
消
防
組
合
新
庁
舎
完
成
④

　
　
　
　

ペ
リ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
完
成

平
成
６　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー(

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー)

完
成

①市制施行パレード②市民文化会館③落合地区国道 414 号分断④下田地区消防組合旧庁舎

1980 年代1990 年代 1970 年代

下
田
市
50
年
の
歩
み

- ４ -広報しもだ　2021.1 月号

出　生

2019 年　0.3 人
1970 年　1.3 人

1970 年 10 月１日
総数 30,317 人

（国勢調査の数値）

1
39

389 　
1,275   　

2,310　　　     　 
3,088　　　　　　      　

4,154　　　　　　　　　         　 
4,829　　　　　　　　　　　          　  

5,084　　　　　　　　　　　　           　 
4,480　　　　　　　　　　          　 

4,668　　　　　　　　　　　          　

23
648
　　　　　　2,284
　　　　　　　　　　　　　4,063
　　　　　　　　　  3,282
　　　　　　　　2,852
　　　　　　  2,466
　　　1,534
　　1,315
　　  1,480
　1,026

2020 年 10 月 1 日
総数 20,973 人

（住民基本台帳の数値）

死　亡

2019 年　1.1 人
1970 年　0.7 人

転　入

2019 年　2.1 人
1970 年　7.2 人

転　出

平
成
７　

田
牛
地
区
集
落
排
水
事
業
供
用
開
始

平
成
８　

市
営
大
沢
住
宅
完
成

平
成
９　

共
立
湊
病
院
開
設

　
　
　
　

テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
「
希
望
」
就
航

平
成
10　

加
増
野
農
林
水
産
物
処
理
加
工
所
完
成

平
成
11　

第
１
回
下
田
水
仙
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
開
催

平
成
12　

伊
豆
新
世
紀
創
造
祭
開
催

　
　
　
　

ベ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
下
田
（
道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
）
完
成
⑤

平
成
14　

下
田
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
発
足

　
　
　
　

ま
ど
が
浜
海
遊
公
園
完
成

平
成
15　

マ
イ
マ
イ
通
り
完
成

　
　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
わ
か
ふ
じ
国
体
成
年
男
子
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
開
催

平
成
16　

下
田
開
港
１
５
０
周
年
記
念
事
業
開
催

平
成
17　

日
露
修
好
１
５
０
周
年
記
念
事
業
開
催

平
成
18　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
「
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
」
導
入

平
成
19　

沼
田
市
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念
植
樹
祭
挙
行

　
　
　
　

家
庭
ご
み
有
料
化
開
始

平
成
20　

県
立
下
田
高
等
学
校
開
校
⑥

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念
行
事
挙
行

　
　
　
　

旧
澤
村
邸
が
市
に
寄
贈

平
成
21　

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会
総
会
開
催

　
　
　
　

下
田
市
平
和
都
市
宣
言　

戸
籍
事
務
電
算
化

平
成
22　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
23　

東
日
本
大
震
災
⑦　

下
田
元
気
祭
開
催

平
成
24　

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
竣
工
⑧

平
成
26　

認
定
こ
ど
も
園
開
園

平
成
28　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
29　

下
田
市
が
過
疎
地
域
に
指
定

平
成
30　

伊
豆
半
島
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

令
和
元　

即
位
の
礼
奉
祝
記
念
式
典
開
催

令
和
２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行　

新
下
田
中
学
校
着
工

令
和
３　

市
制
施
行
50
周
年

⑤ベイ・ステージ下田⑥県立下田高校開校式 ⑦大川端沿いに津波被害⑧下田メディカルセンター

2000 年代
2020
年代 2010 年代 1990 年代

１日当たりの人の動き

50 年前と現在の人口

2019 年　2.5 人
1970 年　5.6 人

100 歳以上
90 ～ 99 歳
80 ～ 89 歳
70 ～ 79 歳
60 ～ 69 歳
50 ～ 59 歳
40 ～ 49 歳
30 ～ 39 歳
20 ～ 29 歳
10 ～ 19 歳
0 ～ 9 歳

( 人 ) 1,0001,000 002,000 2,000 3,0003,000 4,0004,0005,000 5,000
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市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
「
第
４
次
下

田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

加
速
、
大
規
模
災
害
の
発
生
や
新
し
い
感

染
症
に
よ
る
安
全
・
安
心
に
対
す
る
不
安

の
高
ま
り
、
情
報
通
信
技
術
の
一
層
の
進

展
な
ど
、
社
会
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
明
ら
か
に
し
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
５
次

下
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
令
和
２
年
６
月
に
、
市
民
や
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
下
田
市
総
合
計

画
審
議
会
」
を
設
置
し
、
計
画
策
定
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

社会環境の変化

①少子高齢化の進行と人口減少社会の到来

②環境問題への対応

③安全・安心意識の高まり

④情報通信技術（ＩＣＴ）の進展

⑤ライフスタイルの多様化

⑥地方創生の推進

⑦持続可能な開発目標ＳＤＧｓの推進

市の抱える主な課題

基本構想 基本計画

①人口減少と少子高齢化社会への対応

②自然環境の保全と循環型社会の構築

③命を守る安全な地域づくり

④安心して暮らすことのできる医療・

　福祉の充実

⑤多様な交流を活かした産業振興

⑥効果的かつ持続可能な行政運営

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
分
野
ご

と
に
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
体
系
的

に
具
体
的
施
策
や
手
段
を
示
す
も
の

　

こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
団
体
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま

と
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
市
長
と

語
る
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

や
提
案
な
ど
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
、
令

和
２
年
11
月
に
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答

申
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
も
と
に
、
新
た
な
総
合
計

画
を
12
月
市
議
会
に
提
案
し
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

計画期間：令和３年～ 12 年度

第
５
次

下
田
市
総
合
計
画
を

　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

問
合
せ
先　

統
合
政
策
課
政
策
推
進
係　

☎
㉒
２
２
１
２

計
画
策
定
経
過

● 社会環境の変化と下田市の抱える課題

● 第５次下田市総合計画の体系

分野１　自然環境・生活環境

分野２　子育て・教育

分野３　観光・産業・雇用・移住

分野４　都市基盤整備

分野５　危機管理

分野６　健康・福祉

分野７　共生社会

分野８　行財政改革

まちの基本理念

まちの将来像

計画の基本指標

土地利用構想

まちづくりの柱

下田市総合計画の体系

基本構想：10 年間

基本計画：５年ごとに前期・後期に

　　　　　分けて策定

 年度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

基本構想 10年間

前期基本計画 5年間 後期基本計画 5年間

下田を愛する、市民を始めとする幅広い人の参加により、

本市の持つ自然や歴史・文化を活用し、

市民一人ひとりが誇りをもって暮らすことのできるまちづくり

美しく生活しやすいまち

＜主な取組の方向性＞
・自然環境や景観の保護・保全
・６Ｒの推進や廃棄物の再資源化
・道路や公園、公共交通等の各種インフラ整備

郷土への誇りと愛着を育むまち

＜主な取組の方向性＞
・自然体験等を通じた郷土愛を育む教育の実施
・ＩＣＴ環境の整備等による先端教育の普及
・生涯学習の充実や国際交流の推進

人が集い、活力のあるまち

＜主な取組の方向性＞
・自然等を活かした新たな生活スタイルや楽し
　み方の提供
・関係人口の創出・拡大、移住者の増加
・関係人口とのつながりを活用した地域課題の解決

安全・安心なまち

＜主な取組の方向性＞
・防災・減災対策、消防・救急体制の整備
・ライフステージに応じた健康づくり、地域医療
　体制の強化
・子育て環境や地域コミュニティの充実
・高齢者及び障害者（児）に対する福祉の充実

時代の流れを力に　つながる下田　新しい未来

● まちの将来像（今後 10 年間で目指すまちの姿）

 

①時代の流れを力に ②つながる下田

●＂都会から地方へ＂＂地方から世界＂
　へという新しい地方の時代
●急速に進展する情報通信技術の活用
●地方の有する豊かな空間性等の強み
　や可能性を最大限に駆使

●「関係人口」の創出・拡大
●人と地域の絆の強化
●市民と多様な主体（民間企業、NPO、
　近隣市町等）が下田で協働

③新しい未来

新たな暮らしのスタイルの確立や、新たな付加価値を生み出す消費・投資の促進など、

これまでにない　　　　　　　　　　を創出し、明るく希望の持てる未来を築きます

● まちづくりの基本理念（長期的なまちづくりの考え方）

● まちづくりの柱（今後重点的に目指していく本市の姿勢）

＂新しい価値＂
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昨
年
10
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
、
市
長
と
語
る
会
を
市
内
６
地
区
で
７

回
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
市
政
に
関
す
る
意
見
交
換
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
か

ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
、
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
と
語
る
会

開
催
し
ま
し
た

を

問
合
せ
先　

統
合
政
策
課
秘
書
係　

☎
㉒
２
２
１
２

Ｑ
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
の
両
立
。

　

コ
ロ
ナ
リ
ス
ク
で
経
済
活
動
を

　

停
滞
さ
せ
る
よ
り
、
注
意
し
て

　

経
済
活
動
の
発
展
を
。

Ａ
今
回
、
安
全
を
と
る
か
経
済
を

　

と
る
か
で
は
な
く
、
や
や
安
全

　

に
ウ
エ
イ
ト
を
置
き
な
が
ら
経

　

済
を
回
す
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
中
で
、
密
で
は
な
く
、

　

疎
を
武
器
に
し
て
工
夫
し
て
ま

　

い
り
ま
す
。

Ｑ
新
庁
舎
の
規
模
を
縮
小
し
て
、

　

防
災
等
だ
け
は
河
内
に
移
し
て
、

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
今
の
所
で
は

　

ど
う
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
流
れ
は
尊
重
し
手

　

続
は
粛
々
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
様
々
な
市
民
の
声
は

　

う
か
が
っ
て
お
り
、
技
術
的
な

　

課
題
も
あ
り
ま
す
。
課
題
を
解

　

決
せ
ず
に
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
は

　

踏
め
ま
せ
ん
。
次
の
段
階
に
行

　

く
に
は
、
市
民
の
声
を
聴
く
必

　

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
新
庁
舎
事
業
は
、
老
朽
化
と
津

　

波
対
策
が
必
要
。
敷
根
公
園
駐

　

車
場
の
一
部
を
使
っ
て
、
早
く
、

　

安
く
、
安
心
安
全
を
担
保
し
た

コ
ロ
ナ
対
策

新
庁
舎
建
設

環
境
・
景
観

　

案
は
ど
う
か
。
利
便
性
問
題
は
、

　

道
の
駅
な
ど
に
窓
口
や
郵
便
局

　

へ
委
託
を
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
早
く
決
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

　

立
ち
止
ま
っ
て
も
い
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
方
か
ら
は
、
様
々
な
意

　

見
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｑ
浸
水
地
は
大
き
な
問
題
で
は
な

　

い
。
進
入
路
も
学
校
の
裏
か
ら

　

入
れ
る
。
現
在
の
計
画
地
で
早

　

期
に
作
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ
貴
重
な
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

※

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

　

る
財
政
面
へ
の
影
響
等
を
踏
ま

　

え
、
今
年
度
の
事
業
執
行
は
延

　

期
し
ま
し
た
。

Ｑ
景
観
を
損
ね
る
廃
船
（
稲
生
沢

　

川
、
大
川
端
）、
廃
虚（
富
士
屋

　

ホ
テ
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
等
）

　

へ
の
対
応
を
。

Ａ
基
本
的
に
は
所
有
者
が
処
理
す

　

べ
き
も
の
で
、
先
立
っ
て
行
政

　

が
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　

ん
。
危
険
な
物
件
は
対
応
す
べ

　

き
で
す
が
、
危
険
性
の
評
価
等

　

の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

　

庁
内
会
議
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
和
歌
の
浦
遊
歩
道
の
崩
落
の
早

　

期
改
善
を
。

Ａ
問
題
意
識
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　

「
財
源
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

　

で
は
先
に
進
み
ま
せ
ん
。
完
全

　

復
旧
で
な
く
、
と
り
あ
え
ず
通

　

れ
る
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
の
技
術
的
支
援
を
受
け
て
、

　

今
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

※

昨
年
11
月
25
日
、
通
行
可
能
に

　

な
り
ま
し
た（
夜
間
通
行
止
め
）。

Ｑ
伊
豆
縦
貫
道
開
通
に
合
わ
せ
、

　

里
山
整
備
、
道
の
駅
の
設
置
な

　

ど
の
環
境
整
備
を
。

Ａ
地
元
に
よ
る
地
元
の
た
め
の
も

　

の
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い

　

で
す
。
乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
に

　

は
、
稲
梓
地
域
を
都
市
計
画
区

　

域
に
含
め
た
方
が
良
い
と
考
え

　

て
い
ま
す
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、

　

頑
張
っ
て
農
業
を
支
え
て
い
る

　

人
た
ち
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

　

い
る
。
罠
を
増
や
す
な
ど
市
で

　

で
き
る
こ
と
を
。

Ａ
専
門
家
を
呼
ん
で
、
意
見
を
聞

　

い
て
新
し
い
対
策
を
練
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
新
し
く

　

来
る
方
が
、
狩
猟
免
許
を
持
っ

　

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
や

　

専
門
家
の
力
を
借
り
て
進
め
て

　

ま
い
り
ま
す
。
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Ｑ
は
ま
ぼ
う
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の

　

早
急
な
復
旧
処
置
を
。

Ａ
ど
う
い
っ
た
解
決
策
が
あ
る
か

　

考
え
、
知
恵
を
出
し
て
取
り
組

　

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
耐
浪
性
の
問
題
で
街
中
の
避
難

　

ビ
ル
が
減
っ
た
。
避
難
場
所

　

（
下
田
幼
稚
園
）ま
で
逃
げ
ら
れ

　

な
い
人
も
い
る
た
め
、
高
齢
者

　

に
配
慮
し
再
度
見
直
し
を
。

Ａ
現
在
あ
る
建
物
は
活
用
す
べ
き

　

で
す
。
沖
合
防
波
堤
の
減
勢
効

　

果
も
期
待
さ
れ
、
利
用
で
き
る

　

建
物
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
り

　

ま
す
。
個
人
宅
の
耐
震
が
進
ま

　

ず
、
倒
壊
に
よ
り
道
が
塞
が
れ

　

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
施
設
は

　

既
存
施
設
等
（
あ
ず
さ
山
の
家
、

　

下
田
港
の
民
間
施
設
）
を
活
用

　

し
た
安
価
な
整
備
で
は
ダ
メ
か
。

Ａ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
我

　

々
が
創
り
出
す
も
の
で
す
。
下

　

田
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ブ
ラ

　

ン
ド
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　

す
。
下
田
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。
ま

　

ず
は
、
旧
樋
村
医
院
を
拠
点
に

　

し
、
次
に
進
め
ま
す
。

Ｑ
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
人
口

　

減
少
に
対
し
て
積
極
的
な
対
策

　

は
あ
る
か
。

Ａ
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
20
年

　

程
前
は
明
る
い
未
来
に
な
る
よ

　

う
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口

　

減
少
に
よ
り
、「
身
の
丈
に
あ
っ

　

た
も
の
」
を
作
成
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。
定
住
人
口
を
増

　

や
す
足
が
か
り
と
し
て
、
関
係

　

人
口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

　

す
。

Ｑ
稲
生
沢
公
民
館
を
廃
止
し
な
い

　

で
ほ
し
い
。
廃
止
の
場
合
は
、

　

代
替
措
置
を
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
決
ま

　

っ
た
こ
と
を
変
え
る
に
は
正
当

　

な
手
続
が
必
要
で
す
。
安
全
性
、

　

維
持
管
理
の
コ
ス
ト
の
問
題
が

　

解
決
で
き
れ
ば
、
見
直
す
こ
と

　

は
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

公
民
館
は
「
つ
な
が
る
」
と
い

　

う
意
味
で
は
大
事
な
場
所
。
市

　

役
所
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ

　

ん
と
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
朝
日
公
民
館
廃
止
後
、
有
償
で

　

良
い
の
で
利
用
を
継
続
し
た
い
。

Ａ
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
し
た
上
で
機

　

能
強
化
し
た
利
用
方
法
を
検
討

　

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
今
夏
の
振
り
返
り
と
来
年
度
へ

　

の
課
題
は
？

　

白
浜
の
違
法
業
者
に
つ
い
て
は
、

　

毎
年
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

　

る
が
、
何
十
年
も
解
決
し
な
い
。

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
観
光
客
を

　

受
け
入
れ
る
安
全
対
策
を
行
い

　

ま
し
た
。
観
光
客
と
市
民
の
ど

　

ち
ら
も
が
安
全
対
策
し
た
結
果
、

　

夏
期
の
感
染
者
を
出
さ
ず
に
終

　

わ
り
ま
し
た
。

　

違
法
業
者
と
の
話
し
合
い
は
、

　

大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
今

　

後
話
し
合
い
に
、
区
の
方
々
に

　

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
今
後
の

　

海
水
浴
場
運
営
に
つ
い
て
検
討

　

し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
夏
期
海
岸
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

　

開
設
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ラ
イ
フ

　

セ
ー
バ
ー
の
契
約
、
規
約
、
予

　

算
配
分
等
の
見
直
し
を
。

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
夏
の
夏
期
海

　

岸
対
策
の
判
断
が
正
し
か
っ
た

　

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

　

各
区
で
の
議
論
の
お
か
げ
で
、

　

夏
期
の
感
染
者
を
抑
え
こ
む
こ

　

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

　

教
訓
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
い
け

　

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
中
学
校
統
合
に
お
け
る
部
活
動

　

の
扱
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

　

考
え
る
か
。

Ａ
中
体
連
の
関
係
等
も
考
慮
し
つ

　

つ
、
少
し
で
も
子
ど
も
の
気
持

　

ち
を
尊
重
で
き
る
部
活
動
の
体

　

制
に
な
る
よ
う
に
議
論
を
重
ね

　

て
い
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
、

　

今
年
度
中
に
全
体
像
を
示
す
予

　

定
で
す
。
中
学
校
統
合
を
子
ど

　

も
が
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
が

　

で
き
る
よ
う
皆
さ
ま
も
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
学
校
間
、
生
徒
間
の
統
合
に
向

　

け
た
対
応
は
？

　

勉
強
面
の
す
り
合
わ
せ
は
ど
の

　

よ
う
に
し
て
い
る
か
？

Ａ
学
校
の
規
模
に
よ
っ
て
、
近
隣

　

の
小
学
校
で
交
流
し
、
統
合
前

　

に
子
ど
も
た
ち
の
関
係
を
作
る

　

こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
力

　

に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
心
配

　

も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
と
教
育

　

委
員
会
と
で
協
議
し
て
、
学
力

　

が
低
下
し
な
い
よ
う
進
め
て
い

　

ま
す
。
今
後
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

　

ク
ー
ル
も
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
公
共
交
通
の
方
向
性
は
？

Ａ
中
学
校
の
統
合
に
併
せ
て
走
ら

　

せ
る
通
学
バ
ス
を
、
通
学
の
み

　

に
利
用
す
る
の
は
望
ま
し
く
な

　

い
で
す
。通
学
、通
院
、買
い
物
な

　

ど
全
体
的
に
公
共
交
通
を
立
て

　

直
す
検
討
を
始
め
た
ば
か
り
で

　

す
。
難
し
い
課
題
で
す
が
、
中
学

　

校
統
合
の
令
和
４
年
ま
で
に
は

　

何
ら
か
の
形
を
作
り
た
い
で
す
。

Ｑ
文
化
や
芸
術
へ
の
行
政
的
な
サ

　

ポ
ー
ト
と
し
て
、
文
化
会
館
の

　

使
用
料
減
免
を
。

Ａ
文
化
振
興
は
地
域
の
品
格
に
つ

　

な
が
り
ま
す
。
三
島
由
紀
夫
の

　

よ
う
に
下
田
を
愛
し
て
く
れ
て

　

い
た
人
を
活
用
し
た
い
で
す
。

　

使
用
料
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

　

全
て
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
文
化

　

会
館
が
破
綻
し
て
し
ま
う
の
で
、

　

お
金
で
は
な
く
、
仕
組
み
の
サ

　

ポ
ー
ト
を
し
た
い
で
す
。
文
化

　

を
盛
り
上
げ
、
観
光
客
を
増
や

　

し
、
税
収
を
増
や
す
経
営
的
戦

　

略
も
必
要
で
す
。
文
化
で
地
域

　

お
こ
し
で
き
な
い
か
意
見
交
換

　

の
懇
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※

昨
年
11
月
18
日
に
第
１
回
文
化

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
実
施
し

　

ま
し
た
。

防
災
対
策

公
民
館

海
水
浴
場
運
営

教
育

そ
の
他

産
業
経
済
・
人
口
減
対
策
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令
和
３
年
度
分
市
民
税
・
県
民

税
（
令
和
２
年
１
月
～
12
月
分
所

得
・
控
除
に
対
す
る
も
の
）
の
申

告
は
、
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３

月
15
日
（
月
）
ま
で
（
土
日
祝
日
除

く
）
の
９
時
か
ら
16
時
（
12
時
～

13
時
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）
ま
で
、

市
役
所
２
階
大
会
議
室
で
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で
も
出

張
会
場
を
設
け
ま
す
。
日
時
や
会

場
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、来
月
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
感
染
症
等
へ
の
感
染
及
び
拡
大

　

防
止
の
た
め
、
申
告
会
場
で
は

　

「
三
密
」（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

　

を
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
混
雑

　

時
に
は
会
場
へ
の
入
場
制
限
を

　

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
各
地
区
の
出
張
会
場
に
つ
い
て

　

は
、
統
合
等
を
行
い
、
ス
ペ
ー

　

ス
の
広
い
会
場
で
の
み
開
設
す

　

る
こ
と
と
し
ま
し
た（
対
象
地
区

　

の
皆
さ
ま
に
は
前
月
に
「
か
い

　

ら
ん
形
式
」
に
て
お
知
ら
せ
し

★
感
染
防
止
対
策
の
た
め
会
場
運

　

営
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

市
県
民
税
の
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に
！

申
告
期
間
は

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

令
和
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

主
な
改
正
点
の
お
知
ら
せ

　

て
い
ま
す
）
。
出
張
会
場
の
開

　

設
日
程
に
つ
い
て
は
、
来
月
号

　

の
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
市
役
所
会
場
で
は
、
地
区
毎
に

　

申
告
推
奨
日
を
指
定
し
ま
す
の

　

で
、
混
雑
緩
和
の
た
め
推
奨
日

　

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
（
出
張
会

　

場
の
対
象
地
区
の
方
は
、
出
張

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

※

全
地
区
対
象
日
も
あ
り
ま
す
。

・
申
告
会
場
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

　

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
会
場
内
の
待
合
席

　

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

★
ご
来
場
さ
れ
る
場
合
の
お
願
い

・
申
告
会
場
に
は
、
原
則
と
し
て

　

お
一
人
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
着
用
及
び
咳
エ
チ
ケ
ッ

　

ト
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
来
場
時
に
は
、
備
付
け
の
消

　

毒
薬
に
て
手
指
消
毒
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
発
熱
が
あ
る
場
合
や
体
調
の
優

　

れ
な
い
場
合
に
は
、
ご
来
場
を

　

お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
の
検
温
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。
発
熱
が
あ
る
（
概
ね
37

　

・
５
度
以
上
）
場
合
は
、
お
帰

　

り
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

　

方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

接
触
確
認
ア
プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　

Ａ)

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
、
申

　

告
相
談
に
時
間
の
か
か
る
「
収

　

支
内
訳
書
」・「
医
療
費
控
除
の

　

明
細
書
」
は
ご
自
宅
で
の
事
前

　

作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告

　

相
談
時
に
職
員
は
、
こ
れ
ら
書

　

類
の
作
成
代
行
は
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　

（
窓
口
⑨
）☎
㉒
２
２
１
８

所得税・市県民税の申告書は、
インターネット・郵送での提出を！

下田税務署から所得税の確定申告等についてのお知らせ
～感染リスク軽減のための対応～

●新型コロナウイルス感染症の感染リスクを軽減するため、ご自宅で申告できる e-TAXを是非ご利用くださ
　い。なお、相談はチャットボットやお電話でも可能です。また、e-TAXの事前準備や申告書の作成手順は、
　「動画で見る確定申告」でもご案内します。
●会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要となります。
●「入場整理券」は会場で当日配付しますが、LINEアプリを利用して事前にオンラインで入手することも可
　能です。入場整理券の配付状況に応じ、後日の来場をお願いすることがありますので、ご理解ください。
　詳しくは、国税庁ホームページでご案内します。

その他のお知らせ
　譲渡所得 (株式及び土地・建物等の売却による所得 )、その他の分離申告、青色申告及び贈与税の申告相談
は「下田市民スポーツセンター（サンワーク下田）」のみ行います (市役所の会場では行いません )。
問合せ先
　所得税の確定申告等については　下田税務署☎㉒０１８５
※税務署では電話受付を自動音声により案内しています。ご用件に応じて番号を選択してください。

★所得税の確定申告書は、インターネットに接続されたパソコン・ス

　マートフォンを利用して国税庁の確定申告コーナーから e-Tax で提

　出できます（申告書を印刷し、郵送提出も可能です）。

★市県民税の申告書の提出は、郵送でも受け付けています。

これらの提出方法の利用により、可能な限りご来場を避け、

申告会場での新型コロナウイルス感染症及びその他感染症への拡大防

止（三密の回避）にご協力ください。

　

令
和
３
年
度
分
市
県
民
税
か
ら

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
点
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
国
税
庁

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
所
得
の
関
係

・
給
与
所
得
控
除
の
一
律
10
万
円

　

引
き
下
げ
。

・
給
与
所
得
控
除
適
用
限
度
額
の

　

引
き
下
げ：

２
２
０
万
円
→
１

　

９
５
万
円

・
公
的
年
金
等
控
除
額
の
一
律
10

　

万
円
引
き
下
げ
。

・
公
的
年
金
等
控
除
額
の
上
限
を

　

１
９
５
万
５
千
円
に
設
定
。

・
所
得
金
額
調
整
控
除
制
度
の
創

　

設
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
所

　

得
が
調
整
（
控
除
）
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
と
公
的
年
金
所
得
の
両
方

　

が
あ
る
方
に
対
す
る
最
大
10
万

　

円
の
所
得
を
調
整
す
る
控
除
。

②
給
与
収
入
が
８
５
０
万
円
を
超

　

え
る
方
で
、
本
人
・
同
一
生
計

　

配
偶
者
・
扶
養
親
族
の
い
ず
れ

　

か
が
特
別
障
害
者
で
あ
る
場
合

　

又
は
扶
養
親
族
が
23
歳
未
満
で

　

あ
る
場
合
、
最
大
15
万
円
の
所

　

得
を
調
整
す
る
控
除
。

・
家
内
労
働
者
の
特
例
の
控
除
額

　

が
10
万
円
引
き
下
げ：

65
万
円

　

→
55
万
円

※本ページ中、「感染症等」とあるのは「新型コロナウイルス感染症及びその他の感染症」とお読み替えください。

▼
所
得
控
除
の
関
係

・
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ：

33
万

　

円
→
43
万
円
（
参
考　

所
得
税

　

に
お
け
る
控
除
額：

38
万
円
→

　

48
万
円
）

・
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設：

婚
姻

　

歴
や
性
別
を
問
わ
ず
、
自
身
の

　

子
を
扶
養
す
る
合
計
所
得
金
額

　

５
０
０
万
円
以
下
の
方
に
つ
い

　

て
、30
万
円
の
控
除（
参
考
所
得

　

税
に
お
け
る
控
除
額：

35
万
円
）

・
扶
養
控
除
の
所
得
要
件
の
変
更

　

：

38
万
円
以
下
→
48
万
円
以
下

・
配
偶
者
特
別
控
除
の
所
得
範
囲

　

変
更：

38
万
円
超
～
１
２
３
万

　

以
下
円
以
下
→
48
万
円
超
～

　

１
３
３
万
円
以
下

・
勤
労
学
生
控
除
の
所
得
要
件：

　

65
万
円
以
下
→
75
万
円
以
下

▼
非
課
税
限
度
額

・
未
成
年
、
障
害
者
、
寡
婦
又
は

　

ひ
と
り
親
に
対
す
る
非
課
税
限

　

度
額
の
引
き
上
げ：

１
２
５
万

　

円
→
１
３
５
万
円

・
均
等
割
及
び
所
得
割
の
非
課
税

　

限
度
額
が
10
万
円
引
き
上
げ
。

▼
申
告
手
続

・
医
療
費
控
除
及
び
セ
ル
フ
メ
デ

　

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
申
告
に

　

つ
い
て
、「
明
細
書
」
の
添
付
が

　

必
須
と
な
り
、
領
収
書
の
添
付

　

又
は
提
示
で
は
医
療
費
控
除
の

　

適
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

・検温を実施し、37.5 度以上の発熱が認められる場合や検温にご協力いただけない場合は、

　入場をお断りさせていただきます。

・マスクの着用、手指消毒をお願いします。

・少人数での来場をお願いします。

感染防止
対策に
ついて

電子申告 (e-Tax) にて申告相談を行います。

税務署から送られたハガキ、封書、「利用者識別番号等の通知」をお持ちであればご持参

ください。

その他

・令和２年分の収入（所得）を証明する書類等

　（給与所得、公的年金などの源泉徴収票など）

・事業、不動産所得のある方は、収入及び経費が分かる帳簿や書類等

　（収支内訳書及び青色申告決算書はご自宅で事前作成をお願いします）

・各種控除証明書、領収書等

　（医療費控除の明細書はご自宅で事前作成をお願いします）

・印鑑

・本人名義の金融機関の口座番号がわかるもの

・税務署からの確定申告のお知らせ

・マイナンバーを確認できる書類

・身元確認ができる書類（免許証等）

持ち物

会　　場

下田市民スポーツセンター（サンワーク下田）　下田市敷根 761　

※当該施設への確定申告等に関するお問い合わせはご遠慮ください。

開設時間

日　　程

所得税の確定申告等

第一会議室、第二会議室

9時～ 17時

（注）入場には「入場整理券」が必要です。

2月 12日 ( 金 ) ～ 3月 15日（月）

※土日祝日除く

確定申告期間中は、下田税務署では

申告相談を行っていません。

無料税務相談所

第二会議室

9時 30分～ 12時

13時～ 16時（注）

2月 16日 ( 火 ) ～ 2月 26日（金）

※土日祝日除く

下記のとおり無料税務相談所を開設します。概　要

区　分

- 11 - - 10 -広報しもだ　2021.1 月号 広報しもだ　2021.1 月号



写真中央が三浦さん。「認知症でも、家にこもらず前向きな生活を送ってほしい」
とアドバイスがありました。

仲間との関わりが一番のくすり

　

昨
年
11
月
10
日
に
柿
崎
公
民
館

で
認
知
症
カ
フ
ェ
「
オ
レ
ン
ジ
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
静

岡
県
希
望
大
使
の
三
浦
繁
雄
さ
ん

か
ら
自
身
の
認
知
症
体
験
に
つ
い

て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
認
知
症
に
対
す

る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

当
事
者
の
立
場
で
情
報
発
信
す
る

「
静
岡
県
希
望
大
使
」
と
し
て
昨
年

９
月
30
日
に
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

県
内
各
地
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
意
欠
陥
障
害
と
診
断
さ
れ
、動

作
が
遅
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

薬
も
か
な
り
前
か
ら
処
方
を
受
け
、

服
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
米
屋
で
米
を
運
ぶ
仕
事

を
し
て
お
り
、
仕
事
が
で
き
る
こ

と
、
店
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
脳
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。
薬
は
進
行
を
遅
ら
せ
る
だ
け

で
、「
薬
よ
り
も
『
ひ
と
ぐ
す
り
』

の
方
が
効
果
は
あ
る
」
と
ど
こ
に

行
っ
て
も
話
し
て
い
ま
す
。
人
と

の
交
流
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
障
害
者
施
設
で
仕
事
を

し
て
い
た
た
め
、
認
知
症
に
つ
い

て
も
知
識
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も

な
く
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
た
。

処
方
さ
れ
た
薬
か
ら
自
分
は
中
度

の
認
知
症
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん

だ
の
で
す
が
、
後
か
ら
医
師
に
確

認
す
る
と
予
防
的
に
処
方
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
自
宅
に
こ
も
り
、

お
と
な
し
く
し
て
い
よ
う
か
と
思

っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
前
向
き
に

　

生
活
し
て
よ
い
の
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
か
を
人
に
し
て
も
ら
う
と
い

う
よ
り
は
、
仲
間
が
い
る
こ
と
が

自
分
を
前
向
き
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
仲
間
が
い
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
。

　

暴
れ
て
抵
抗
し
た
り
、
大
声
を

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
認
知
症
の

症
状
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
実
は
認
知
症
の
症

状
は
「
忘
れ
る
・
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の

な
の
で
す
。　

　

認
知
症
の
状
態
は
、
い
き
な
り

言
葉
も
わ
か
ら
な
い
外
国
に
一
人

で
放
り
出
さ
れ
た
状
況
に
喩
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
知
ら
な
い
人
に
腕
を

掴
ま
れ
た
ら
抵
抗
す
る
は
ず
。
そ

れ
ら
は
周
辺
症
状
と
言
い
、
認
知

症
の
基
本
の
症
状
で
は
な
い
こ
と

を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
認

知
症
に
何
ら
か
の
不
安
を
持
つ
方

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
三
浦
さ
ん

の
話
を
聴
き
、「
認
知
症
に
な
っ
て

も
自
宅
に
ひ
き
こ
も
ら
ず
人
と
交

参
加
者
の
感
想

病
気
と
仕
事

薬
よ
り
も
「
ひ
と
ぐ
す
り
」

た
ん
ぽ
ぽ
の
会　

　
　

  

会
長　

土
屋　

茂
一 

さ
ん

認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　

正
し
い
理
解
を

流
し
な
が
ら
前
向
き
に
過
ご
し
た

い
」「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
お
し
ま

い
で
は
な
い
」
な
ど
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
前
向
き
に
生
活
し
た
い

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
が
開
催
す
る

「
柿
崎
は
つ
ら
つ
教
室
」
で
認
知
症

に
つ
い
て
話
題
に
あ
が
る
こ
と
が

多
く
、
脳
ト
レ
の
内
容
も
毎
回
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

三
浦
さ
ん
は
63
歳
の
若
さ
で
認

知
症
を
発
症
し
、
お
気
の
毒
に
と

い
う
思
い
で
し
た
が
、
症
状
に
苦

労
さ
れ
な
が
ら
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
操
作
し
て
薬
の
飲
み
忘
れ
を

防
い
だ
り
、
メ
モ
用
の
手
首
に
巻

く
バ
ン
ド
を
活
用
し
て
物
忘
れ
を

防
い
だ
り
と
工
夫
し
、
前
向
き
に

明
る
く
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
話
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
の
私
は
63
歳
と
い
う
息
子

の
よ
う
な
三
浦
さ
ん
に
自
分
の
行

き
先
を
教
わ
っ
た
思
い
で
す
。

※

次
回
の
認
知
症
カ
フ
ェ
は
１
月

　

12
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
窓
口
④
）☎
36
４
１
４
６

認
知
症
カ
フ
ェ
講
話

「
自
身
の
認
知
症
体
験
」

も

つ
ち

や

い
ち

静
岡
県
希
望
大
使　

三
浦 

繁
雄 

さ
ん

み

う
ら

し
げ

お
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20 歳になったら国民年金

助け合い、支えあう
「年金」って
とっても大事

　市では、昨年度に引き続き、交通事業者等と連携して公共交通の利便性の向上に向けた新たな交通システ

ムの検討を行うため、AI デマンド交通（スマートフォン等で呼び出す小型バス）の実証実験を行っています。

ぜひご乗車いただき、ご感想をお聞かせください。

実施期限　３月 31 日（水）まで　　運行時間　10 時～ 17 時

利用料金　２日間乗り放題チケット　大人（中学生以上）1400 円　小人 半額 ※小学生未満は無料

　　　　　★AI デマンド交通とあわせて市内路線バスの一部も乗り放題です。

　　　　　乗り放題対象路線　①下田駅～下田プリンスホテル　②下田駅～下賀茂

　　　　　　　　　　　　　　③下田駅～龍宮窟　④下田駅～爪木崎

利用方法
QR コードをスマートフ
ォン等で読み取り、登録
してご利用ください。

停留所足元にステッカー

が貼ってあります。

運行車両（くろふね号）

観光型MaaS実証実験【Izuko】

AI デマンド交通実証実験
問合せ先 統合政策課政策推進係 ☎㉒2212　AI デマンド交通コールセンター（Izuko コールセンター）☎0120-829-743

を行っています

ジャンボタクシー

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。　
　
　

　

20
歳
に
な
る
と
、
一
部
の
方

（
他
の
公
的
年
金
保
険
加
入
者
、又

は
そ
の
方
の
被
扶
養
配
偶
者
）
を

除
き
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
と
な
り
、
毎
月
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
の
誕
生
月
に
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
と

納
付
書
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
送

付
さ
れ
る
年
金
手
帳
は
、
保
険
料

納
付
の
確
認
や
将
来
年
金
を
受
け

取
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
と
き
は
保
険
料
免
除
・
猶
予
制

度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

も
可
能
で
す
（
学
生
納
付
特
例
制

度
の
申
請
に
は
、
学
生
証
の
コ
ピ

ー
又
は
在
学
証
明
書
の
原
本
の
添

付
が
必
要
で
す
）。

　

保
険
料
は
納
付
書
で
の
お
支
払

い
の
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
納
付
も
可
能
で
す
。
口
座
振

替
は
市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
窓
口
③
）
又
は
ご
利
用
の
金
融

機
関
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
市

民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）

で
申
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に

便
乗
し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年

金
機
構
又
は
市
の
職
員
を
名
乗
り
、

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
振

込
口
座
が
使
え
な
い
た
め
、
新
し

い
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
及
び
年
金
機
構
で

は
、
電
話
で
口
座
番
号
や
暗
証
番

号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
聞
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

電
話
が
あ
っ
て
も
、
口
座
番
号
等

の
個
人
情
報
は
答
え
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
に

便
乗
し
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ペリーロード

四丁目

二丁目

三丁目

武ガ浜

下田市役所

道の駅

下田東中

浜崎小

下田市民
文化会館

東本郷

寝姿山

下田港

一丁目

五丁目

六丁目

大
川
端
通
り

136

135

下田駅

下田
メディカル
センター

下田公園

フェリーのりば

AI デマンド交通（くろふね号） 停留所 マップ
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問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗2200

地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信

　「一年の計は元旦にあり」どのような計画をお立

てになりましたか。

　「家族みんなが健康で、楽しく笑顔あふれる一年

になりますように…」こんな願いをもって一年の計

画を立てたことでしょう。感染症に悩まされた一年

から、ウィズコロナで感染症に悩まされない年にし

たいですね。新しい生活様式に基づき、今年も子育

て支援センターは、お子様の健やかな成長を願い、

親子で楽しいふれあいの時間を大切に、子育てのお

役に立ちたいと思います。本年もどうぞよろしくお

願いいたします。

3日(水)

8日(月)

10日(水)

12日(金)

17日(水)

19日(金)

22日(月)

　　　　　 

25日(木)

26日(金)

めだかルーム

①9時～11時30分 ②13時～15時30分

体育館で遊ぼう　9時30分～11時

場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

あひるルーム  9時～11時30分

ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

うさぎルーム　9時～11時30分

誕生会　10時30分～

発育測定・育児相談　9時～11時

保健師・栄養士来所

おひなさま製作(～26日)

ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

ふれあい遊びふれあい遊び砂場遊び砂場遊び体育館で遊ぼう体育館で遊ぼう誕生会誕生会 ふれあい遊び砂場遊び体育館で遊ぼう誕生会

　

参
加
者
の
制
限
、
開
閉
会
式
の

中
止
、
選
手
輸
送
バ
ス
の
増
便
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
し
た
上
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
密
集
等
を
避
け
る
た
め
沿

道
で
の
応
援
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日
（
日
）
10
時
～

走
路　

河
津
南
小
学
校
→
峰
山
→

須
原
→
箕
作
→
河
内
→
立
野
→
高

馬
→
北
京
亭
前
（
ゴ
ー
ル
）

中
継
点
先
頭
通
過
予
想
時
刻

▽
第
１
中
継
所（
上
河
津
診
療
所
）

10
時
15
分
頃
▽
第
２
中
継
所
（
峰

山
ト
ン
ネ
ル
下
田
側
）
10
時
30
分

頃
▽
第
３
中
継
所
（
北
の
沢
バ
ス

停
）
10
時
40
分
頃
▽
第
４
中
継
所

（
稲
梓
中
学
校
先
）10
時
50
分
頃
▽

第
５
中
継
所
（
お
吉
ヶ
渕
先
）
11

時
５
分
頃
▽
ゴ
ー
ル（
北
京
亭
前
）

11
時
10
分
頃

※

走
路
で
の
路
上
駐
車
や
、
車
で

　

移
動
し
て
の
応
援
は
絶
対
に
行

　

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間

　

は
、
峰
山
か
ら
箕
作
間
、
お
吉

　

ヶ
渕
か
ら
高
馬
方
面
へ
の
車
の

　

乗
り
入
れ
は
自
粛
願
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

　

市
内
医
療
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
を
実
施

し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
方
は
各
医
療

機
関
に
１
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約

の
上
、
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　

・
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の

　

方
（
受
診
日
の
年
齢
）
及
び
後

　

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
。

・
今
年
度
、健
診（
が
ん
検
診
は
除

　

く
）
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

　

を
受
け
て
い
な
い
方

持
ち
物

受
診
券
と
採
尿
キ
ッ
ト
（
予
約
後
、

市
役
所
か
ら
送
り
ま
す
）、保
険
証
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円
（
後
期
高

齢
者
の
み
）

期
間

１
月
４
日
（
月
）
か
ら
３
月
13
日

（
土
）
ま
で
（
予
定
）

　

詳
細
は
、
広
報
し
も
だ
12
月
号

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

第
49
回
下
田
・
河
津
間
駅
伝

競
走
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診（
追
加
）が
始
ま
り
ま
す

　新年あけましておめでとうございます
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TOPICS
～下田のデキゴト～

まちのトピックス

　「年末の交通安全県民運動」が 15 日から 31 日まで開

催されました。15 日には交通安全関係団体による街頭広

報が行われ、心にも時間にもゆとりがなくなる年の瀬の

交通安全啓発を行いました。
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市議会12月定例議会

第21回静岡県市町対抗駅伝競走大会

地域防災訓練

青少年補導センター冬季一斉補導

年末の交通安全県民運動

２日～

５日

６日

10・11日

15日

水仙まつり

下田幼稚園・認定こども園（幼稚園部）終業式

市内小・中学校終業式

下田保育所・認定こども園（保育部）保育終了

20日～

22日

25日

28日

12

で

月

き

の

ご と

広報しもだ　2021.1 月号

11/18 教育大綱の素案を協議
　第１回下田市総合教育会議にて、来年度から５年間実

施される教育大綱の素案について協議しました。教育大

綱については、修正案を再度協議後、パブリックコメン

トを募集し今年度末までに策定されます。

11/25 三島由紀夫の愛した下田
　市教育委員会主催の三島由紀夫の没後 50 年特別講演が

開催されました。老舗菓子店日新堂の横山郁代さんが、

下田に滞在した三島氏との交流について、当時の写真を

交えながら講演されました。

11/27 鈴木誠志さん文部科学大臣表彰を報告
　市スポーツ推進委員長を務める鈴木誠志さんが、スポ

ーツ推進委員功労者として文部科学大臣表彰を受けまし

た。鈴木さんはグラウンドゴルフの普及や水泳の指導等

に尽力され、その功績が認められました。

12/５ 過去最高の２時間23分52秒を記録！
　静岡県市町対抗駅伝競走大会に下田市選手団が出場し、

12 区間 42.195km をタスキリレーし、過去最高記録を更新、

昨年度に続き敢闘賞を獲得しました。たくさんの応援あ

りがとうございました。

12/15 ～ 31 年末の交通安全県民運動

11/18文化・歴史のまちづくりを目指して
　文化や歴史を活かしたまちづくりについて意見を聞く

「文化まちづくり懇談会」を開催しました。約 40 名の文

化・歴史・芸術・スポーツ等の関係者が集まり、文化振

興策や地域活性化について意見が交わされました。



　

下
田
港
の
沖
約
10
㎞
の
孤
島
に

立
つ
神
子
元
島
灯
台
は
、
明
治
４

年
１
月
１
日
（
旧
暦
、
明
治
３
年

11
月
11
日
）
、
日
本
の
灯
台
の
父

と
呼
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン

ト
ン
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
は
西
欧
列
強
が
海

外
進
出
を
競
う
明
治
初
期
に
あ
た

り
、
神
子
元
島
灯
台
は
、
徳
川
幕

府
が
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
５

月
に
西
欧
列
強
と
締
結
し
た
改
税

約
書
（
江
戸
条
約
）
に
よ
り
、
全

国
に
８
基
建
設
さ
れ
た
条
約
灯
台

の
１
基
で
す
。

　

灯
台
は
白
色
円
の
石
造
、
下
田

市
の
エ
ビ
ス
岬
（
現
在
の
下
田
公

園
、
城
山
）
と
柿
崎
か
ら
切
り
出

さ
れ
た
伊
豆
石
が
使
用
さ
れ
、
現

存
す
る
石
造
灯
台
と
し
て
は
、
日

本
最
古
の
灯
台
で
す
。

　

神
子
元
島
灯
台
の
初
点
灯
当
時

に
は
、
明
治
の
元
勲
大
久
保
利
通
、

木
戸
孝
允
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
ハ
リ

ー
・
パ
ー
ク
ス
、
同
領
事
ア
ー
ネ

ス
ト
・
サ
ト
ウ
等
の
要
人
が
品
川

か
ら
灯
台
視
察
船
テ
ー
ボ
ー
ル
号

で
神
子
元
島
灯
台
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
英
帝
国
の
威
信
を
か
け
て
建

設
さ
れ
た
神
子
元
島
灯
台
の
初
代

灯
台
長
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
マ
ケ
ン

ト
ン
、
二
代
目
灯
台
長
は
レ
ド
ッ

ク
、
三
代
目
灯
台
長
は
ダ
ウ
ン
が

努
め
、
明
治
９
年
ま
で
お
そ
ら
く

日
本
で
は
一
番
長
く
イ
ギ
リ
ス
人

が
灯
台
長
を
務
め
た
灯
台
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

神
子
元
島
灯
台
は
、
関
東
大
震

災
で
も
被
害
を
受
け
ず
、
太
平
洋

戦
争
で
の
４
回
に
わ
た
る
米
軍
の

爆
撃
に
も
耐
え
、
現
在
ま
で
１
５

０
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
下
田
港

に
入
港
す
る
船
舶
や
東
京
湾
に
向

か
う
船
舶
な
ど
の
航
海
の
安
全
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

げ
ん 

く
ん

　

こ
の
灯
台
に
は
、
昭
和
24
年
12

月
ま
で
灯
台
守
が
家
族
と
一
緒
に

暮
ら
し
な
が
ら
、
社
会
と
隔
絶
し

た
厳
し
い
孤
島
生
活
に
耐
え
、
灯

台
の
灯
を
守
り
続
け
、
そ
の
後
、

昭
和
51
年
３
月
に
灯
台
が
無
人
化

さ
れ
る
ま
で
、
下
田
か
ら
灯
台
職

員
が
神
子
元
島
に
滞
在
し
、
灯
台

の
灯
を
守
り
ま
し
た
。

　

１
５
０
年
の
長
き
に
わ
た
り
私

達
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
神
子

元
島
灯
台
。
初
点
灯
か
ら
１
５
０

年
が
経
過
し
た
今
も
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
私
達
に
安
心
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

昭
和
44
年
７
月
25
日
に
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
（
自
然
保
護
法
）

指
定
、
平
成
10
年
11
月
１
日
の
世

界
の
灯
台
１
０
０
選
（
国
際
航
路

標
識
協
会
）
選
出
、
平
成
21
年
２

月
23
日
に
近
代
化
産
業
遺
産
に
指

定
さ
れ
、
世
界
の
著
名
な
灯
台
と

肩
を
並
べ
る
神
子
元
島
灯
台
は
、

ま
さ
に
日
本
の
灯
台
の
至
宝
だ
と

私
達
は
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
郷
土
の
誇
り
と
し

て
、
沖
ゆ
く
船
舶
を
安
全
に
導
き
、

私
達
が
暮
ら
す
下
田
の
海
を
見
守

り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

※

現
在
、
神
子
元
島
灯
台
は
、
地

　

元
の
建
設
会
社
に
て
１
５
０
年

　

目
の
お
色
直
し
中
で
す
。

　

神
子
元
島
１
５
０
周
年
を
記
念

し
、
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
に

て
企
画
・
制
作
さ
れ
て
い
た
「
神

子
元
島
灯
台
の
灯
台
Ｏ
Ｎ
Ｅ
タ
ッ

プ
ビ
ュ
ー
」
が
完
成
し
、
第
三
管

区
海
上
保
安
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
、
灯
台
か
ら
の
勇
壮
な
風
景
や

普
段
見
ら
れ
な
い
灯
台
内
部
を
３

６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
画
像
や
Ｖ
Ｒ
画

像
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
下
田
市
の
爪
木
埼
灯
台

と
と
も
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
「
灯
台
Ｏ
Ｎ
Ｅ
タ
ッ
プ
ビ
ュ

ー
」
で
検
索
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神
子
元
島
灯
台　

３
６
０
度

パ
ノ
ラ
マ
を
体
験
し
よ
う
！

現存する日本最古の石造灯台

祝
神子元島灯台

150周年
問合せ先　下田海上保安部交通課

☎㉓０１４５

灯台ＯＮＥタップビュー
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献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
３
年
度

給
食
用
物
資
納
入
業
者
募
集

宅
配
業
者
を
装
っ
た
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
に
注
意
！

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国

一
斉
生
活
保
護
相
談
会
」

新
し
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡

が
誕
生

市
民
文
化
会
館
イ
ベ
ン
ト

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

「
北
方
領
土
の
日
」

記
念
史
跡
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン

開
催
中
止

本
郷
公
民
館
・
白
浜
公
民

館
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

第
41
回
「
北
方
領
土
の
日
」
記

念
史
跡
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

統
合
政
策
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

日
時　

１
月
27
日
（
水
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

12
時
45
分
～
15
時
30
分

場
所　

市
民
文
化
会
館
駐
車
場

種
類　

４
０
０
ml

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係 

　
　
　

（
窓
口
⑥
）☎
㉒
２
２
１
６

　

４
月
１
日
を
も
っ
て
両
館
と
も

閉
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
白
浜

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
原
田
区
へ

建
物
を
譲
渡
し
ま
す
。

　

市
の
行
財
政
改
革
の
一
環
で
、

中
央
公
民
館
を
残
し
他
の
市
立
公

民
館
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
回
で
９
館
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

稲
生
沢
公
民
館
、
朝
日
公
民
館

は
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
廃
止

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
利

活
用
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

応
募
資
格

・
学
校
給
食
１
６
０
０
食
分
、
保

　

育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

　

園
給
食
４
０
０
食
分
程
度
の
給

　

食
物
資
を
納
入
で
き
る
経
営
規

　

模
、
衛
生
状
況
、
信
用
状
況
、

　

供
給
能
力
を
有
す
る
方

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
３
年

　

以
上
営
業
し
て
い
る
方

・
市
内
の
同
一
業
種
組
合

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
に
備
付

け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
税
完
納
証
明
書
、
食

品
衛
生
監
視
票（
点
数
票
）の
写
し

を
添
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

納
入
物
資
の
品
目

肉
類
、
魚
類
、
野
菜
類　

等

物
資
納
入
期
間

４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

受
付
期
間

１
月
12
日（
火
）～
１
月
22
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

学
校
教
育
課
こ
ど
も
育
成
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
３
９
２
９

●
第
32
回
下
田
名
人
会

日
時　

１
月
17
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
開
演

料
金　

大
人
３
０
０
０
円

　
　
　

小
中
高
生
１
０
０
０
円

場
所　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
昭
和
の
名
作
映
画
鑑
賞
会

２
月
20
日
（
土
）

①
ぼ
ん
ち　

10
時
～

②
お
は
ん　

13
時
～

③
野
火　
　

16
時
～

２
月
21
日
（
日
）

①
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

10
時
～

料
金　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※

２
日
間
全
て
の
作
品
を
視
聴
で

き
ま
す
。

主
催　

（
公
財
）
下
田
市
振
興
公

社
、
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ

共
催　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
下
田
市
推
進
協
議
会

後
援　

市
教
育
委
員
会

問
合
せ
先

市
民
文
化
会
館　

☎
㉓
５
１
５
１

　

１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど

の
緊
急
時
の
た
め
の
も
の
で
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
、
相
談
や
照
会

な
ど
は
、
警
察
署
若
し
く
は
交
番

等
又
は
☎
♯
９
１
１
０
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署　
　

☎
㉗
０
１
１
０

　

宅
配
業
者
の
不
在
通
知
を
装
い
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
セ
ス
を
促
す
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
接
続
後
、
悪
質
な
サ
イ
ト

に
誘
導
さ
れ
個
人
情
報
の
入
力
や
、

不
正
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

絶
対
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
接
続
し
た
り

問
い
合
わ
せ
た
り
せ
ず
、
個
人
情

報
も
入
力
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
詐
欺
等
の
発
生
情
報
や

　

子
ど
も
安
全
情
報
を
配
信
中

・
エ
ス
ピ
ー
く
ん
安
心
メ
ー
ル

・
静
岡
県
警
察
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

静
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
、

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日（
日
）10
～
16
時

電
話
相
談
先

☎
０
１
２
０‐

０
５
２‐

０
８
８

※

相
談
料
無
料
、
秘
密
厳
守
。

問
合
せ
先

静
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

担
当　

匂
坂　

和
彦

☎
０
５
３‐

４
２
４‐

８
０
０
２

　

県
内
の
３
つ
の
農
業
共
済
組
合

（
県
東
部
・
中
部
・
西
部
農
業
共

済
組
合
）
が
令
和
３
年
１
月
に
合

併
し
、
「
静
岡
県
農
業
共
済
組
合

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
）」
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

更
な
る
組
織
運
営
の
効
率
化
や

多
様
化
す
る
農
業
経
営
者
の
要
望

に
対
応
し
た
事
業
の
展
開
を
目
指

し
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
に
よ

り
、
農
業
経
営
者
の
皆
さ
ま
を
よ

り
一
層
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
合
せ
先

静
岡
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
４‐

２
５
１‐

３
５
１
１

市県民税　　　　　４期
国民健康保険税　　９期
介護保険料 ( 普徴 )  ７期
後期高齢者保険料 ( 普徴 )
　　　　　　　　　６期

１月の納税
納期は２月１日（月）

※納期内に納めましょう
※納税は便利な口座振替で

下　田
インフォメーション
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下田市メール配信サービス
ぜひご利用ください

同報無線の内容や市の情報を配信しています

広報しもだ　2021.1 月号 ※紙面中、電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「0558」です。



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ど
の

よ
う
な
新
年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う

か
？
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
世
界

中
の
人
々
の
文
化
・
風
習
を
大
き

く
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

例
年
と
異
な
り
寂
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
が
な
か
な
か
下
火
に
な

ら
な
い
中
、
県
の
第
２
種
感
染
症

指
定
病
院
で
あ
る
当
院
は
、
こ
の

地
域
の
唯
一
の
コ
ロ
ナ
の
患
者
さ

ん
受
け
入
れ
病
院
と
し
て
、
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
闘
い
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
だ
け
に

対
応
し
て
い
る
訳
に
も
行
か
ず
、

当
院
の
本
来
の
任
務
で
あ
る
救
急

医
療
を
含
め
た
日
常
診
療
に
も
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

病院長　畑田淳一
　

そ
の
た
め
職
員
の
精
神
的
・
身

体
的
ス
ト
レ
ス
は
過
重
な
程
で
す

が
、
一
同
、「
こ
の
地
域
の
医
療
は

メ
デ
ィ
カ
ル
が
守
る
！
」
と
い
う

医
療
人
と
し
て
の
高
い
倫
理
観
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
こ
こ
ま
で
は
院
内

感
染
を
起
こ
す
こ
と
な
く
来
て
お

り
、
診
療
業
務
の
中
止
等
、
地
域

に
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
態
は
生
起
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
今
後
も
継
続
す
べ
く
、
職
員

は
引
き
続
き
強
い
緊
張
感
を
も
っ

て
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
メ
デ
ィ
カ

ル
の
仲
間
に
激
励
の
言
葉
で
も
か

け
て
い
た
だ
け
ま
す
と
、
職
員
に

と
っ
て
は
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
業
が
主
産
業
で
あ
る
下
田

に
と
り
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

と
い
う
健
康
面
の
心
配
の
み
な
ら

ず
、
生
計
面
で
も
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
つ
ら
い
厳
し

い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
終

わ
り
の
な
い
試
練
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
ど
こ
か
で
は
、
皆
さ
ま

と
笑
顔
で
お
話
が
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
信
じ
て
共
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第 4 木曜日及び祝日

図 書 館 だ よ り

新着案内　　毎週水曜日開架

出版社成人向け 書　名

メ
デ
ィ
カ
ル

通
信

著者名

今月のミニミニあーとぎゃらりー

進士　辰男さん「竹細工」

絵本館

あすなろ書房

新星出版社

童心社

理論社

たぬきのおまじない

十二支えほん

こども衛生学

出版社児童向け 書　名 著者名

おおなり　修司

谷山　彩子

宮﨑　美砂子

那須　正幹

村上　しいこ

- 18 -

ぜひ図書館に
お越しください。

県立中央図書館の資料をインターネットから直接予約して、下田市立図
書館で受取りできるようになりました。貸出には県立図書館の貸出カー
ドが必要です。詳細は県立中央図書館のホームページをご覧ください。

インターネット予約による市立図書館受取サービス開始のお知らせ

12月の
アートギャラリーの様子

永田　文明さん「陶芸」

講談社

中央公論新社

文藝春秋

ＮＨＫ出版

角川春樹事務所

中央公論新社

天を測る

夢幻

騙る

境界線

我、過（アヤマ）てり

今野　敏

上田　秀人

黒川　博行

中山　七里

仁木　英之

小川　寛大
南北戦争　アメリカを
二つに裂いた内戦

めいたんていサムくんと
あんごうマン

みけねえちゃんにいうてみな
ともだちのひみつ

広報しもだ　2021.1 月号

お
誕
生
お
め
で
と
う

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

謹
ん
で

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

11
月
16
日
か
ら
12
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

  

11
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

　

中　
　

鈴
木　

慈
士　

颯　

人　

吉
佐
美　

小
川　

洸　
　
　

悟

  

12
月
届

三
丁
目　

宇
田　

海
瑠　

裕　

喜

旧
岡
方
村　

鈴
木　

心
結　
　

亮

柿　

崎　

須
藤　

健
匠　

幹　

太

  

11
月
届

地　

区   

氏 

名   

死
亡
日  

年
齢

一
丁
目　

望
月　

澄
子　

17　

72

敷　

根　

藤
井
啓
三
郎　

21　

83

旧
岡
方
村　

飯
田
ふ
み
子　

24　

75

大　

沢　

金
﨑　

常
子　

23　

95

　   

じ   

お

ひ
か
る

 

か
い  

る

   

み   

ゆ

け
ん
し
ょ
う

住民登録人口　12 月 1 日　増減

　男　　10，109　　　　ー 13

　女　　10，791　　　　ー 22

　計　　20，900　　　　ー 35

世帯数　10，705

出　生　 9　　 　　転　入　44

死　亡　33　　　　転　出　55

人のうごき

Information

戸
籍
の
ま
ど

  9：30 ～ 12：00法律相談

10：00 ～ 15：00市民相談
どなたでも
（要予約）

どなたでも
（要予約）

どなたでも

２歳児

健康相談
Ｈ31 年１月生

２月の市民相談
場　所時　間対　象内　容相談日

  9：30 ～ 11：30

13：00 ～ 14：00
年金相談 市役所

大会議室
どなたでも
（要予約）２月  ５日（金）

  8：50 ～  9：50
中央
公民館２月  ９日（火）

市役所
第２委
員会室

２月 10 日（水）

Ｈ30 年 7 月生
２歳６か月児

健康相談

人権相談
市役所
第 1 委
員会室

市役所
第 1 委
員会室

10：00 ～ 15：00

市民相談

２月 22 日（月）

２月 24 日（水）
市役所
大会議室

相談日 場　所時　間

12：50 ～ 14：00

対　象内　容

乳幼児健診 ※対象が変更となる場合があります。

 ３月 11 日（木） Ｈ29 年 12 月 22 日
～Ｈ30 年 2 月 28 日

３歳児健診

R1 年 6・7 月
１歳６か月児

健診
 ２月 12 日（金）

中央
公民館

子育てネットワーク通信

問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒2212
●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒2212（統合政策課）
★伝承遊びを楽しもう！（参加費無料）
日時　1 月 16 日（土）10 時～ 12 時
場所　まどが浜海遊公園（悪天候時は中止）
●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒3294（社会福祉協議会）
日時　1 月 21 日（木）10 時～ 12 時
場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

地域に貢献！宝くじ助成！

　柿崎区では、宝くじを財源とした（一

財）自治総合センターが実施する「令和

２年度コミュニティ助成事業一般コミュ

ニティ助成事業」を受け、祭典用太鼓台

の整備が行われました。

　コミュニティ事業は（一財）自治総合センターの宝く

じの受託事業収入を財源として地域のコミュニティ活動

に助成を行うことにより、地域社会の健全な発展を図る

とともに宝くじの社会貢献広報事業を行っています。

問合せ先　統合政策課政策推進係　☎㉒２２１２

東　

中　

平
川　

哲
也　

23　

45

　

中　
　

笈
川　

恒
夫　

28　

85

西　

中　

山
本　
　

工　

24　

88

椎　

原　

土
屋　

義
文　

27　

81

　

〃　
　

村
田　
　

忍　

21　

95

箕　

作　

土
屋　

由
江　

22　

90

大
賀
茂　

外
岡　

仲
夫　

19　

88

須　

崎　

近
江　

芳
子　

25　

85

  

12
月
届

一
丁
目　

吉
川　

シ
ズ　

13　

90

旧
岡
方
村　

野
田　

祥
子　

11　

86

六
丁
目　

明
石　

重
行　

８　

70

蓮
台
寺　

梅
原　

幸
男　

９　

82

吉
佐
美　

笹
本　

利
男　

７　

73

田　

牛　

渡
邉　

仲
枝　

９　

94

柿　

崎　

小
澤　

正
欣　

10　

88

　

〃　
　

長
池
か
ん
子　

13　

102

※

戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

　

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

　

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

水道当番工事店 ※修繕費は有料です。

1月　5日～1月10日
1月11日～1月17日
1月18日～1月24日
1月25日～1月31日
2月　1日～2月　7日

㈲菊地ポンプ商会
土屋設備
㈱外岡組
斉藤住設

㈲渡辺住宅設備

分担期間 工事店 電話番号

22-1085
22-6506

22-1769・22-1250
22-7245
27-1300

受付：「平日」午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、 
　　　　　　　　　　　「土・日・祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分
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みなさんのお宅のアイドルを募集しております。市役所へどしどしお寄せください！

●
 〒

4
1
5
-8

5
0
1
 下

田
市

東
本

郷
一

丁
目

5
番

1
8

号
　
☎

(2
2
) 2

2
1
2

広
報

し
も

だ
令

和
３

年
１

月
５

日
発

行
 ●

 毎
月

１
回

発
行

 ●
 下

田
市

役
所

伊豆縦貫自動車道を早期完成しよう！！
　「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と活性化を県内外に PR

しましょう！！ご利用方法については、以下の市ホームページをご覧ください。
■ 下田市ホームページ　https ://www.c ity .sh imoda.sh izuoka. jp/

わが家わが家

一点集中型、やり出すととことんやる実里★

好奇心旺盛、何でもやってみないと気が済まない亮成★

食欲旺盛、おやつくれるまでママの足下で粘りますいっちゃん★

毎日にぎやかで楽しい日々を過ごしています。

立野にお住いの

保坂　亮三さん・優夏さんの
みのり

長女 ちゃん(４歳３か月）実里
りょうせい

長男 くん (３歳１か月）亮成
いちか

次女 ちゃん(１歳５か月）苺夏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る

人
権
の
配
慮
に
つ
い
て

え
、
い
ざ
災
害
が
お
き
た
際
に
は
、

「
自
助
」
や
「
共
助
」
を
意
識
し
な

が
ら
対
応
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
な
か
、
感
染
し
た
人

や
医
療
従
事
者
、
そ
の
家
族
等
に

関
す
る
偏
見
や
差
別
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
、
デ
マ

の
拡
散
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
方
々

の
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起

き
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ

が
感
染
し
て
も
不
思
議
で
な
い
状

況
で
す
。

　

国
や
県
な
ど
が
発
表
す
る
公
的

な
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
が
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
持
っ
た
行
動
を
取
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部（
防
災
安
全
課
防
災
係
）

　
　
　

（
窓
口
⑩
）☎
36
４
１
４
５

12
月
６
日
（
日
）、「
地
域
防
災

の
日
」
に
合
わ
せ
、
県
内
各
地
で

地
域
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
参
加
者
の
マ
ス
ク
着

用
や
「
三
密
」
を
避
け
る
な
ど
感

染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
各
自

主
防
災
会
が
主
体
と
な
り
、
住
民

に
よ
る
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
、

防
災
備
品
の
点
検
な
ど
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

起震車体験

地
域
防
災
訓
練

　

ま
た
、
市
で
は
各
地
区
に
職
員

を
派
遣
し
、
無
線
を
使
っ
た
通
信

訓
練
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
場
所
と
災
害
対
策
本
部
と
の

情
報
伝
達
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
大
規

模
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
も
、

日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
、
避
難
経
路
や
危
険
箇
所

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
食
料
や

飲
料
水
、
生
活
必
需
品
な
ど
の
備

蓄
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
ク
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
な
ど
の
感
染
症
対

策
用
品
を
準
備
し
て
お
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
避
難
所

で
の
密
を
防
ぐ
た
め
、
自
宅
や
親

戚
・
知
人
宅
等
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
安
全
な
場
所
に
あ
る
場
合
は
、

自
宅
等
で
の
避
難
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
自
宅
等
で
情
報
を
入
手

す
る
手
段
と
し
て
「
戸
別
受
信
機

（
無
償
貸
与
の
申
込
み
を
受
付
中

で
す
（
今
年
度
限
り
）
。
）
」
等
を

備
え
て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

訓
練
で
の
経
験
や
課
題
を
踏
ま

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

防
災
か
わ
ら
版

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
防
災
係
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口
⑩
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